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色 ． と卵 (157@ 1988 

サクラマスから 分離された サケ のレオウィルス 

古 木 守 

CSV ( シロ サケ ウイルス ) は昭和 53 年に徳忠則 川の サケ 雌親 宙の腎臓から 

分離されたウイルスです。 私共は昭和 51 年から， さけ ・ますふ化場調査課と 

共同で，採卵 親 魚の健康状態の 把握， とりわけ サケ マスに病害を 引き起こす 

病原体の分布状況の 実態把握とその 防除対策の確立を 目的に調査を 実施して 

おります。 この調査の過程で CSV は分離されました。 調査に同行し 直接この 

ウイルスの分離に 携わったオレゴン 州立大学のウイントン 博士 ( 現在は米国 

野生生物 局 ， 缶類 保健研究所 ) らは， この新しいウイルスに 対し サケ から分 

離されたことにちなみ chumsalmonvirus と 名づけ，通称頭文字をとって CSV 

と 呼ばれています。 冒頭に シロサケ ウイルスと書きましたのはこの 英名を直 

訳したものです。 CSV は当時検査しました 60 尾の雌 親 魚の腎臓， 5 尾骨 を 1 

グループとした 12 検体のうちの 1 検体から分離されました。 

このウイルスはレオウイルス 科に属し，写真のように 球状 ( 正確には 正 20 

面体 ) のウィルス粒子で ，その大きさは 直径約 75nm(nm は lmm の l れ ， 000 

のさらに 1/1,000) です。 ウイルス遺伝子は 2 本 鎮め リボ核酸 (RNA) でこの 
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RNA は l0 ～ nl 本の分節で構成されています。 このような特徴を 持ったウイル 

スは多くのほ 乳類，   鳥類などを宿主として 増殖し ， 広く自然界に 分布してい 

ます。 魚類でも サケ からこの CSV が分離されているのを 始め，ゴールデンシ 

ャイ ナ Ⅰアメリカナマズ ， ソウ ギョ ，ブルーギル ， ヨーロッパのコイ 科の 

宙、 2 種などからレオウイルスが 分離されています。 

CSV の分布に関しましては ，その後も採卵 親 魚の健康状態のチェックを 目 

的に，時間の 許される範囲で 道内各地を廻り ，現在まで毎年サクラマス ，カ 

ラフトマス，サケを 対象に検査して 参りました。 この間サクラマスから へル 

ペ スウイルスに 属し，サケ，サクラマス ，ギンザ ケ ，ニジマス稚魚に 実験的 

に肝炎を引き 起こし，生き 残った魚に腫瘍を 発生させるウイルス (OMV) が 

発見されたのを 始め，造血器に 壊死を引き起こすウイルス (IHNV) の分離 や ， 

サケ， カラフトマスの 赤血球に壊死を 引き起こすウイルス (VENV) の確認 

などが小目次ぎましたが ， CSV は一昨年までの 約 8 年間，調査しましたどの 河 

川あ るいは養魚場の 魚からも分離されませんでした。 この間調査しました 採 

卵 親魚 はゆうに 1 万尾を越えています。 サケマス類のみでなくオホーツク 海 

沿岸の雑魚， ホタテ 貝 ， ホッキ見， ホッ カイ シマ エビ ，ケガ二等も 検査しま 

したが CSV は見つかりませんでした。 先の OMV は CSV と同じ 昭 木口 53 年に 

初めて発見されました。 その後の調査で 分布はサクラマスに 限られていまし 

たが，昭和 57 ～、 58 年頃 には調査しました 大部分の Y 叫 ll あ るいは養魚場の 採卵 

親 伍から見つかっていました。 しかし 卵 消毒の実施により 分布 域 ，検出率は 

大きく減少しています。 THNV も同様で，病原体対策の 観点からはサクラマ 

スのみでなく ，カラフトマス ，サケをも含めた 卵の消毒の実施が 望まれると 

ころです。 

CSV の病原性も気になるところです。 ウイントン ら はサケ，マス / スケ ， 

ギンザ ケ に対する病原性を 検討しています。 CSV を腹 腔内に任 対 しても肝臓 

の病理組織に 若干の変化が 見られる程度で 禁苑等は見られず ，サケに 迷入 し， 

たまたま検出されたウイルスであ ろうと結論付けていました。 

ところが一昨年の 秋，道北の中川事業場でサクラマスがほ ほ 全滅する病気 

が発生し，この 病 角から CSV が分離されました。 病 魚の内臓からは 1 9 あ た 

り約 10 万近い感染ウイルス 粒子が見つかっています。 さらに昨年秋には ，日 

本海側の 2 河川に遡上しましたサクラマス 雄視伍から頻度は 低いものの CSV 

が分離され，ここで 改めて CSV の存在がクローズアップされてまいりました。 
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浮上後間もないサクラマス 稚 缶を対象に，これら 3 カ所から分離され CSV と 

同定されましたウイルスに よ る実験感染を 試みましたが ，稚苗には全く 艶 死 

は認められませんでした。 中川のサクラマス 病 伍の病理組織を 専門家に見て 

頂きましたが ，ウィルス感染症を 示す典型的な 病変はないとのことであ り， 

CSV の病原性および 存在意義が問われているところです。 

先にも触れましたように CSV はレオウイルスに 属します。 レオウイルスと 

は respiratoryentericorphanvirus の各単語の頭文字をとった 名称 ( 「 eovi- 

rus) で 1959 年にセ ー ビン博士によって 命名されました。 かぜ様症状，下痢症 

状が見られる 以外は特徴的な 症状がみられない ヒトや無 症状の ヒト の便から 

このウイルスがよく 分離されることから ，当時感染部位と 考えられていた 気 

道 ㏄ espiratory) と 腸管 (enteric), 病気の特徴のわからないウイルス 感染症 

という意味を 含めて孤児 (orphan) の語が用いられました。 セ ー ビンが命名 

して 25 年以上経過した 現在でも， レオウイルス 感染によることが 証明できる 

病気はまだ明らかにされて い ません。 しかし動物実験の 成績から，ヒトの 原 

因不明の難治性の 病気の幾つかはレオウイルス 感染に関連している 可能性が 

考えられています。 16 歳までの ヒト の h0 ～ 80% はレオウイルスに 対する抗体 

を保有しているとも 言われていますので ，レオウイルスの 感染はかなり 普遍 

的に広がっているといえるでしょう。 

このようなレオウイルスの 性質および先の 人工感染実験の 結果を合わせ 考 

えますと，採卵 親 魚から CSV が分離されたからといってただちに 稚色   が病気 

になると心配する 必要はないと 考えますが，卵を 充分消毒してウイルスを 中 

店化させると 共に， 稚 缶の飼育管理に 十分気を付ける 必要があ ると考えます。 

刊 ll での例もあ り，缶の生理状態や 他の病原体との 混合感染等によっては ， 

今まで考えられなかった 様な症状を呈したり ，甚大な被害を 引き起こす可能 

性は十分考えられます。 この点に関しては 早急に人工感染実験を 行って明ら 

かにし，改めてご 紹介したいと 考えております。 さらに CSV が果して サケ を 

宿主とするウイルスなのかどうか ，今回、 病魚を含め水系の 異なる 3 カ所のサ 

クラマスから 分離されましたので ，今後サクラマスを 対象に CSV 保有の有無 

をより詳細に 調査し， CSV の分布の実態を 解明する 姥 、 要があ ると考えます。 

( ゴヒ 海道大学水産学部微生物学講座 ) 


